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1∴造かなる磐梯に 夕日は沈みて 山かげは神の心 基はまなざし  

7フフ7フ 7フフ■7フ フフフーフフープフフ   

水わたる．風に乗り 楽しいリズムよ   

みどりの朝は 小旗まねく 明日もがんばりましょう  

2．遥かな■る磐梯に 夕日は沈みて 山かげは神の心 星はまなざし  

フフ7フフ  フフフ7■フ  77フー7フー‾フフ7   

水わたる；．風に乗り 楽しいリズムよ   

身も心も すこやかに おやすみ おやすみなさい  

3＿ 造かなる磐梯に 夕日は沈みて 山かげは神の心 星はまなざし  

フフ77フ ァ7フフ7 フフフーフフープファ   

水わたる■ 風に乗り 楽しいリズムよ  

我が思い出の キャンプの村 またあう日まで さようなら   
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